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前回の報告から、2回のBoTのフェイス・フェイスでの会合が行われ

ました。スケジュールの都合で参加できないボードメンバーは、

Marratechという遠隔会議システムを介して会議に参加します。

IABチェア、IRTFチェア、IESGチェアなど、インターネット技術の

研究開発、標準化、ガバナンスに関係する主要なメンバー30名弱が集

合し、ほぼFull-Interactiveなブレインストーミングと議論を行い、方向

性を見出す会合です。英語の能力に乏しい筆者にとっては、かなり疲

れる会合でありました。

議論のテーマは、「Trust and the Future of the Internet」、現在のイン

ターネットの抱える問題を分析するとともに、インターネットとしての

Trustの定義、今後のインターネットにとって必要なTrustの姿を明ら

かにして、ISOCとしての活動の方向性を見出すのが目的でした。

Ted Hardie氏（Qualcomm社）がまとめた以下が、方向性を明確に

表したもののように思えました。米国の隣国であるカナダの特徴が、

今後も維持すべき、また次世代インターネットが満たすべき特徴であ

るというものです。

Canada is“multi-culture”

Canada has“liberty”and“anonymity”

Canada has“fairness”,no discrimination

Canada reacts“predictably”

Canada is“safe”

Canada provides“commons”

Canada provides“opportunity”

さらに、以下が本会合における、次世代インターネットが実現すべ

き要件として認識されたものでした（Cisco Systems社のFred Baker

氏が草案を作成）。

・An Internet transaction between two or more verified or verifiable

personae should be predictable within the context, and when

appropriate traceable, auditable, and non-repudiable.

・Two or more personae that consider themselves to be in the same

context should be able to perform relevant transactions. The

choices available to connected personae in the Internet include

anything they agree on.

・Maintain“Layer”（Horizontal）service/business model

すなわち、「インターネット上でデータ通信を行う実体（“persona”）は、

確認/認識可能で、必要に応じてトレース可能、検査/監査可能で、かつ

予想可能（predictable）であるべきである。同意/合意した通信実体の

間には、良好なデータ通信が提供されるべきである。さらに、水平型

のサービスやビジネスモデルを展開できる可能性が維持されなけれ

ばならない。」という内容です。

IETF会合の終了後に引き続き、土曜日と日曜日に開催されました

（年に2回は、IETF会合直後の土曜日と日曜日に開催）。筆者は、今

回のBoT会合における、決議事項の一つでもあった、萩野純一郎君（通

称itojun）を記念した基金（Fund）創設に関する提案を承認してもらう

という、大きな課題も持っていました。月曜日（2007年12月3日）に、

IETF会場において開催された“itojun farewell party”（主催：WIDEプ

ロジェクト）に急遽スケジュール調整をして出席（ホスト役：慶應義塾

大学 村井純教授）、本会合の終了後一旦帰国し、再度、BoT会合のた

めにバンクーバを訪れることになりました。月曜日の会合には、この

会合のためだけにバンクーバに駆けつけてくれた方も数多くいて、

itojunの功績と、彼に対する、インターネットコミュニティの畏敬の念

がいかに大きいものかを実感することができました。なお、今回Fred

Baker氏（Cisco Systems社）の提案により、BoT会合での提案事項/決

議事項となった、「itojun fundに対するISOCの事務的支援」の提案

は、全員賛成（棄権1名＝江崎）で採決されました。

今回のBoT会合における、主な決議事項ならびに議題は、以下の通

りでした。

（1）“Trust & Identifier”をISOCのStrategic Major Initiativeとし、戦略

的かつ重点的に活動を展開する（採択&決議）。

（2）各リージョンにおける、国ごとのChapter間での、協調/協力関係の

強化を行う。

（3）PIR（Public Interest Registry, http://pir.org/）の、ISOCから派遣する

ボードメンバーの選定が行われた（採択&決議）。

（4）ISOCにおける2007年予算執行状況の確認。

（5）ISOCにおける2008年予算案の承認（採択&決議）。

（6）次期ISOC BoT改選に関する手続きの確認（現在、Nominationを

受付中）。

（7）ChapterメンバーシップとISOCメンバーシップの関係を同一化す

る提案（承認）。

（8）中国が、ISOC BoT Retreat会合のホストに立候補。

次回会合は、Philadelphia（米国）でのIETF会合の直後（2008年3月

15日～16日）に開催する予定です。

JPNIC理事/サイバー大学教授 小西 和憲 

イ ン タ ー ネ ッ ト  

歴史の一幕 歴史の一幕 I n t e r n e t  H i s t o r y

　KDD研究所は1985年1月から1995年3月までの10年間、UNIXに標準実

装されていたUUCPプロトコルを用いて、海外のインターネットとのメールや

Net Newsを中継しました。この間の1987年5月から1994年12月まで、通信

実費を回収するInetClub（正式名は国際科学技術通信網利用クラブ）を

構成して、約350機関にサービスを提供、これらのユーザーを商用ISPへ引

き継ぎました。しかし、民間企業であることから、社外にはボランティア活動と

位置づけながら、社内では事業への貢献可能性を述べるという、二面性を

維持し続けました。 

 

　筆者は、ITUでの国際標準化に参加した際、OSI標準化に参加している

人たちが必ずしもコンピュータに詳しくないことを知りました。さらに、UNIX 

4.2BSDにインターネットプロトコルが標準実装されるとの情報も得て、

1983年から国際UNIX通信の研究を開始しました。UUCPプロトコルの解

析等を進めるうちに、会社の特色を活かすには、直接、海外と接続する方が

良いと考え、浅見徹氏が中心となり、1985年1月以降、米国、欧州、韓国等

に接続を拡大しました。多くの場合は電話回線とモデムを使いましたが、一

部にはX.25プロトコルを用いました。当時のメール通数は少なく、Net 

Newsが主なトラヒックでした。1985年5月にJUNETを推進していた村井純

さんから相互接続を依頼され、通信料金はそれほど増えないということで、了

承しました。 

 

　JUNETと相互接続してみると、メールの負担は少ないけれども、Net 

News取得の希望が増え、他の研究グループから予算をいただくお願いを

繰り返しました。さらに、某有名教授が「タダでインターネットとメール交換で

きるようになりました」と、KDD役員にお礼を述べてくれたことから、騒ぎが

起こりました。その役員は、自分の部下が「国際電信電話法」（KDD法）に

違反する行為をしていると考え、直ちに、「事務系の支援が不可欠」と筆者

に命じました。幸いにも、同期入社の友人が法務や計画部門の主要ポスト

に就いていたので相談したところ、いきなり、「君はやりたいのだろう？」と聞

かれ、「はい」と答えると、「分かった」と協力を約束してくれました。そしてそ

の数ヶ月後には、「実費を徴収する通信クラブを作れば、KDD法の問題は

ない」と公式回答を出してくれました。技術系役員が恐れた問題を、同期入

社の若手管理者がいとも簡単に解決してくれたのです。 

 

　以後、課金システムの開発が課題となりましたが、以前行った、UUCPプ

ロトコルの解析が役立ちました。これによりメール毎の通信時間と国際通信

料金表から請求料金を計算することとなり、千葉和彦氏が中心となって

1987年初めには課金システムが安定稼動するようになりました。また一方

では、会社の法務およびサービス計画部門がInetClubの会則を作成してく

れました。その際、会社が傷つかないよう、KDD研究所は運用・事務の実務

を担当するが、著名な大学教授に会長に就任いただきました。つまり、相談

の結果、石田晴久会長、村井純副会長（当時は共に東大）、小西総務担当

理事（筆者）という体制が出来ました。 

 

　InetClubを運用し始めると、たちまち筆者以外の担当者は他部署へ異動

させられましたが、当時庶務課にいた堀田孝男氏が参加してくれ、彼の甚大

なる情熱で、何とかInetClubを維持し続けることができました。 実費回収を

始めてみると、障害時にはすぐにクレームが来て、少ない要員での運用は容

易でなく、電子メールによる情報検索サービス（ヘルプ、UUCPマップ、

InetClub会員情報、送信メールのGW通過記録等）を開発し、運用を支えま

した。また、トラヒックが増えると、UNIX計算機は性能不足となり、他の研究

プロジェクトで使わなくなった、より強力な計算機の借用と置換を繰り返しま

した。UUNETが廃棄した計算機のCPUカードを破格の値段で購入し、性

能強化したこともあります。また、DECのOSであるUltrixにはバグが多かっ

たし、モデムのハングアップに悩まされました。 

 

　1989年、WIDEやTISN等が国際専用線を超法規的に購入し、TCP/IPプ

ロトコルによる国際インターネット接続が実現されると、国際電話網・モデム

に依存せざるを得ないInetClubの劣勢は明白でした。しかし、KDD研究所

が超法規的な扱いで国際専用線を入手することは不可能でした。また、

InetClub会員でないメールを転送する際、警告メッセージを付加していまし

たが、これが国際問題化したこともあります。幸いにも、Vint Cerf氏が登場

し、警告メッセージ文を添削してくれました。 

 

　しかし、国際専用線を利用できない以上、InetClubを発展的に解消する

ことが最重要課題となりました。このための努力として（1）InetClubの商用

化、（2）UUNET社への資本参加、（3）KDDの商用インターネットサービス

開始、（4）KDD大手町ビルのハブ化、（5）IMnetの国際運用研究、等が挙

げられます。幸いにも、（3）と（4）に貢献し、さらに、KDD研究所が（5）を受

注できました。そして、無事1994年12月末にInetClubを解散、1995年3月に

は残金を会員に返却して、10年間にわたるInetClub関連活動の幕を閉じる

ことができました。 

  

　最後に、（1）～（5）の展開活動に際しお世話になった関係者（Rick 

Adams氏、Vint Cerf氏、Bob Collet氏、 釜江常好先生、石田晴久先生、村

井純さん、後藤滋樹さん、東京電力幹部等）に誌面を借りて謝意を表します。 

InetClub 
-最初の国際ISP-

InetClub 
-最初の国際ISP-
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JPNIC副理事長

江崎 浩

（追記）
“itojun”のアカウント名で知られる萩野純一郎君が、37歳の若さで、2007年10月29日、
永眠されました。彼は、KAMEプロジェクトを通じたIPv6参照ソフトウェアの研究開発
や、IETFにおける標準化活動など、次世代インターネット技術の確立と普及に向けて、
献身的な貢献をされました。itojunのIPv6に関連する幅の広い、そして情熱的な貢献と偉
大な業績なしには、今日のIPv6技術は存在することがなかったでしょう。itojunは、長年
尽力されたIPv6がいよいよ本格的展開へ向かおうとしている今日、それを見届けること
なく、他界されてしまいました。本当に、残念です。我々は、itojunのIPv6への情熱と意
志をしっかりと受けとめ、IPv6の本格展開とIPv6を用いたインターネットのさらなる発
展を実現しなければなりません。これが、我々のitojunへの敬意と感謝の最大の表現にな
ることでしょう。心からitojunのご冥福をお祈りいたします。

江崎 浩のISOC便り第3回

故 萩野純一郎（itojun）氏
村井純氏によるクロージング
2007年12月3日（月）

itojun farewell
partyの案内板

●ISOC BoT主催のReteat会合（カナダ・トロントカナダ）：
2007年10月4日（木）～6日（土）

●定例の BoT会合（カナダ・バンクーバ）：
2007年12月8日（土）～9日（日）




